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系の高性能 AE 減水剤（SP）を用いた．水結合材比（W/B,B=C+FA+SF）を 25％，
フライアッシュ置換率（FA/B）を 0%，10％，20%，30%，シリカフューム置換
率（SF/B）を 0%，5%，10％とし，フライアッシュとシリカフュームのそれぞれ
の置換率を組合せた 12 種類の実験ケースで，目標スランプフロー 65cm，目標空
気量は 1.0％が得られるように配合を決定した． 
2.2 圧縮強度試験 
圧縮強度試験は，φ100×200 mm の円柱供試体を用いて行った．試験材齢は 1 日，3 日，7 日，14 日および 28 日で








材齢 3 日ではシリカフューム置換率が低いほど圧縮強度は大きくなっているが，そこから材齢 28 日にかけての強度
の増加はシリカフューム置換率が高いほど大きくなっていることがわかる．これはシリカフュームのポゾラン反応
がセメントの水和反応より遅いためであると考えられる．フライアッシュ置換率 30%では材齢 14 日までの強度差
は小さくなっている．これはフライアッシュ混入による水和反応の遅れが強く現れたためシリカフュームの影響が
表－１ コンクリートの配合
W/B FA/B SF/B s/a





























































2） フライアッシュ置換率 30%の場合，圧縮強度に及ぼすシリカフュームの影響は小さくなる． 
3） フライアッシュ置換率が高いほど圧縮強度は小さくなる． 
4） フライアッシュ混入の場合，自己収縮ひずみはシリカフュームを混入すると小さくなる． 
5） フライアッシュ置換率 30%の場合，自己収縮ひずみが小さくなる． 
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図－４ 自己収縮ひずみに及ぼすフライアッシュの影響 
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